
水泳授業に関する実態調査
の主な結果

＜概要＞
●調査対象
市立全小中学校（小学校115校、中学校52校）
●調査内容
令和６年度の水泳授業の実施内容等
●調査期間
令和７年６月中

1

報告事項No.１２　参考資料２



42%

13%

45%

プールサイド 屋内 プールサイド又は屋内

令和６年度の水泳実技指導の実施について

「計画時数に対する実施時数の割合」

小学校 89.1％ 中学校 92.5％

2

「見学者の見学場所について」

小学校 中学校

※「屋内」には民間プール等を利用している学校も含む

93%

7%

プールサイド プールサイド又は屋内



水泳授業における指導及び監視体制について

「【小学校】計画している配置人数、人材」

4件（３％）

69件
（６０％）

42件
（３７％）

クラス数 クラス数＋１名の配置 その他
その他︓大半がクラス数＋１名より多く配置している。

例 クラス数＋２名、ボランティアや保護者を配置等
その他︓学校内の人材（体育専科、空き時間の教職員、校務員）

外部人材（学生ボランティア、学校サポーター、インターンシップの学生、民間プールの職員）

3.級外職員（管理職以外）
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（複数回答可）



水泳授業における指導及び監視体制について

「【中学校】授業で保健体育科の教員以外に配置している教職員等」 （複数回答可）

その他︓配置してはいないが、学年の先生に様子を見るように声かけしている など

1.当該学年の担任・副担任
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水泳授業における指導及び監視体制について

「【小学校】指導及び監視体制を整備するために、課題になっていること（自由記述）」 主な意見

〇人員不足（49件）
・当該学年以外の教職員（管理職や級外教員、研修時間の教員）の監視では、学校運営に支障が生じる。
・空き時間の教員を当てているが、その分、業務が終わらず、放課後の業務が増える。 等

〇調整の難しさ（22件）
・天候、暑さ指数による急な変更の連絡調整が複雑である
・保護者ボランティアの人数確保と日程調整が困難。学習前の教員との打ち合わせの時間の確保が難しい。 等

〇技能差等による個別対応や見学者対応の難しさ（4件）
・指導できる教員が少なく、子どもたちをきめ細かく指導することが難しくなってきていると感じている。
・見学者に対する十分な支援が行うことができない。
・個別に支援の必要な児童がいる場合の人数配置。 等
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17件（15％）

3件（3％）

23件（20％）

23件（20％）

49件（43％）

52件（45％）

92件（80％）

その他

課題はない

教職員の水泳指導のスキルが十分ではない

児童生徒の学習意欲の維持向上に難しさを感じる（見学者の増加等）

児童生徒に泳力差があるが、泳力に応じたグループ分けをして指導できる体制が確保できない

水泳指導できる教職員の人数が十分ではない

天候や気候の影響を受けやすいため、計画的な学習を進められない

水泳指導を行う上で学校としての課題（複数回答可）
小学校

中学校

6件（12％）

3件（6％）

5件（10％）

7件（13％）

18件（35％）

20件（38％）

27件（52％）

その他

教職員の水泳指導のスキルが十分ではない

課題はない

水泳指導できる教職員の人数が十分ではない

児童生徒に泳力差があるが、泳力に応じたグループ分けをして指導できる体制が確保できない

児童生徒の学習意欲の維持向上に難しさを感じる（見学者の増加等）

天候や気候の影響を受けやすいため、計画的な学習を進められない
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維持管理を行う上で学校としての課題（複数回答可）

小学校

10件（9％）
5件（４％）

18件（16％）
24件（21％）

50件（43％）
52件（45％）

62件（54％）
71件（62％）

101件（88％）

その他
課題はない

施設の老朽化等により、プール施設を十分に利用できない
プールに異物が混入されることがあり、防止策や除去に労力を必要とすることがある

施設の老朽化等により、児童生徒の安全性に心配がある
プール施設の維持管理に係る教職員数が十分確保できない
施設の老朽化等に伴う修繕や手入れ作業に労力が掛かる

プール開始時期の準備（水槽掃除、劣化部分の修繕）に労力が掛かる
水泳授業の準備（日常の清掃、水張り、水質管理、水位の調節）に時間、労力が掛かる

中学校

4件（8％）
8件（15％）
8件（15％）
8件（15％）

13件（25％）
19件（37％）

22件（42％）
34件（65％）

38件（73％）

その他
課題はない

施設の老朽化等により、プール施設を十分に利用できない
プールに異物が混入されることがあり、防止策や除去に労力を必要とすることがある

施設の老朽化等により、児童生徒の安全性に心配がある
施設の老朽化等に伴う修繕や手入れ作業に労力が掛かる
プール施設の維持管理に係る教職員数が十分確保できない

プール開始時期の準備（水槽掃除、劣化部分の修繕）に労力が掛かる
水泳授業の準備（日常の清掃、水張り、水質管理、水位の調節）に時間、労力が掛かる
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学校プールの維持管理業務を主に行っている教職員等及び一週間で維持管理にかかる時間

中学校

小学校

３３５．８分
→１日に約１時間１０分

※例：１日６０分×５日間＝３００分

２５８．３分
→１日に約５０分

学校全体で分担している（次回授業を行う学年など）

体育主任

学校用務員

その他

学校全体で分担している（次回授業を行う学年など）

保健体育科の教員

水泳部の顧問

学校用務員

その他
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今後の水泳指導やプールの維持管理の在り方について（複数回答可）

専門指導者を派遣してほしい

管理業務を委託し業者に任せたい

外部施設を活用して水泳授業を実施したい

外部施設を活用し、専門指導者の協力を得て水泳授業を実施したい

今のままでよい

その他

小学校

専門指導者を派遣してほしい

管理業務を委託し業者に任せたい

外部施設を活用して水泳授業を実施したい

外部施設を活用し、専門指導者の協力を得て水泳授業を実施したい

今のままでよい

その他

中学校
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